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【支部だより】 

学友会九州支部総会報告 

恒吉 徳隆（48 回生） 

九州支部では、九州地域技師会学術大

会の開催にあわせて学友会を宮崎市にお

いて 11 月1 日に開催致しました。 

当日は、宮崎市の秋の最大のイベントで

ある宮崎神宮 秋の大祭に重なり、市中で

は京都の時代祭りを思わせる御神幸行列

も実施され、夜は繁華街の橘通りを歩行者

天国にし、いろいろな催しが行われており

ました。そのようなお祭り気分の中、橘通り

近くの「花月亭」を会場に、大学から廣瀬事務局長、学友会からは埜藤会長に遠路お出で頂くとともに九州各地

と当地宮崎から 10 名の同窓生にお集まり頂きました。 

学友会総会は、廣瀬事務局長にご挨拶頂くとともに埜藤学友会長に乾杯の音頭をお願いしました。また廣瀬

様には、大学の近況や昨今の学生事情を、埜藤会長には学友会の活動状況をお話頂きました。なかでもオープ

ンキャンパス等で大学を紹介する際に、診療放射線技師の職業が高校生はじめ一般の方にいかに知られてい

ないかの現実の話を伺いましたが、これは我々自身の課題でもあり、日頃の業務における放射線技師の有り様

が現実の問題として母校の学生募集の形でも現れていることに身が引き締まる思いを致しました。 

さて懇親会は、互いの近況や京都での思い出話等に花が咲き、久しぶりに京都の雰囲気を思い出し味わうこ

とができた思いです。 

今回の学友会では、幹事の力不足もありいささか少人数での会合となりましたが、参加頂いた方々の協力によ

り、同窓の絆を確かめる機会になったことは間違いなかったことと確信しております。 

最後に京都より遠路出席頂いた廣瀬事務局長、埜藤会長並びに出席頂いた同窓の皆様、地元宮崎で準備に

ご協力頂いた同窓生、地元島津製作所の皆様に心よりお礼申し上げます。 

出席者 

柞木明美（35 回）、橋元暉人（36 回）、近間芳夫（43 回）、荒木精治（47 回）、久家 栄（48 回）、 

恒吉徳隆（48 回）、房常朋視（54 回）、横田重弘（57 回）、河合 宏（62 回）、野瀬隆之（短14 回） 
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